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　We　evaluated 　the　hydrophilicity　by　measuring 　the　contact 　angles 　of 　model 　surfaces 　after 　their　ad −

sorption 　of　dimethyldioctadecylammonium 　chloride 〔DMDOAC ），　a　poly〔vinyl 　acetate ｝emulsion （PVAc −

E），and 　their　mixture ．　Th ¢ adsorbent 　surfaces 　used 　were 　vacuum ・dried　organic 　macromolecular 　agar

ge皿　containing 　each 　additive，　and 　hydrophi亘ic　glass　sheets 　｛glass　sheets ）
’
and 　hydrophobic

polytetrafluoroethylene　sheets （PTFE 　sheets ）with 　each 　additive 　attached ．　With　increasing．concentra −

tion　of　each 　additive ，　the　rontact 　angle 　of　the　agar 　gel（109
°
without 　an　additive ）markedly 　decreased

in　a 　similar　hyperbolic　manner 　to　about 　1／3，　result正ng 　in　hydrophilization．　The 　contact 　angle 　of 　the　hy−

drophilic　 glass　 sheets （33　 degrees） showed 　 a　 maximum 　 value （a　 2−fold　 increase），　 indicating
hydrophobilization，　at　a　low　additive 　concentration ，　but　this　angle 　gradually 　decreased　thereafter 　with

increasing　additive 　concentration ，　However ，　the　maximum 　value 　after　adding 　the　 mixture 　was 　very

lQw，　and 　the　change 　in　c  ntact 　angle 　was 　negligibLe　with 　increasing　additive 　 concentration ，　showing
only 　slight 　hydrophibilization．　The 　hydrophoblc 　PTFE 　sheets ｛120　degrees｝showed 　properties　similar

to　those　of　agar 　ge1；the　c‘〕ntact 　angie 　decreased　after　adding 　each 　additive ，　showing 　hydrophilization，
The　degree　of 　hydrophilization　after 　adding 　the　 mixture 　was 　marked ：the　contact 　angle 　 was 　 main 」

tained　at　slighdy 　more 　than　20　degrees　with 　increasing　additive 　concentration （about 　100　degrees　de−

crease ｝，　showing 　very 　high　hydrophilicity，
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1．緒　　言

乾燥食品の 吸水膨潤に よ る復元性と，咀嚼を検討す

る 際 に 重 要な吸水性 能 に つ い て ，モ デ ル 食品系を用い

て検討 し先 に報告 した
’），す なわ ち，ジ メ チ ル ジオ ク
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タ デ シ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド （DMDOAC ），ポ

リ酢酸 ビニ ル エ マ ル シ ョ ン （PVAc ・E ）お よ び それ ら

の 混合物をそれぞれ含む真空乾燥 した寒天 ゲ ル の 吸水

重量の 経時変化 を測定 し，そ れ らの吸水性能を検討 し

た，DMDOAC の 添加は そ の 疎水基 で ア ガ ロ ペ ク チ ン

鎖を被覆する ため に 生 じる界面活性剤の 柔軟効果で あ

り，PVAc −E の 添加は デ ン プ ン粒 の よ うな中性分散層

の存在を考えた高分子樹脂の充填剤補強効果で ある．

そ の 結果，ゲ ル の 吸水性能は添加物の 親 ・疎水性要因

に影響 され る こ とが示唆された、そこ で本報告で は，

添加物の親 ・疎水性要因の 影響に つ い て検討する た め ，

DMDOAC 水溶液，　 PVAc −E 分散系お よびそれ らの 混

合物の それぞれ を付着させ 自然乾燥 した表面に対する

水 の 接触角に 注 目し，接触角 の 添加物依存性 に つ い て

調べ る こ とを目的に した．被吸着面と して は ，典型例

と して ，親水性表面を有する ケイ酸塩ガ ラ ス 板 （ガ ラ

ス 板） と疎水性表面 を有する ポ リ テ トラ フ ル オ ロ エ チ

レ ン （PTFE ）シー
トを採用 した ．すなわ ち，ガ ラ ス

板 と PTFE シ
ー

ト上 に 添加物の水溶液と分散系を付

着 させ 自然乾燥 した吸着表面と水 との接触角の測定を

行 っ た．加 えて ，前報
’｝

で 用 い た寒天 に添 加物 を加 え

て ゲ ル に し，そ の真空乾燥 した表面に対する水の接触

角の 測定 も行 っ た．なお，接触角の 測定は液滴法
Z 〕

と

した ，また，こ れ ら接触角の結果を考察する上 で，添

加物 の 水溶液 と分散系 の 表面張力と界面動電位 の 測定，

水溶液 と分散系で の添加物の平均粒径の 測定，および

添加物の水溶液と分散系をガ ラス板上で 自然乾燥 した

吸着表面 の 原子間力顕微鏡 （AFM ）に よる観察も行 っ

た ，以上 ，得 られ た結果 に つ い て報告する．

　2．実　　験

　（1） 試　 料

　寒天 粉末，DMDOAC お よび PVAc −E は，それぞ

れ関東化学   ，和光純薬   お よ びクラ リア ン トポ リ

マ ー   か ら購 入 した．PTFE シ ートと ガ ラ ス 板は 市

販品を用 い た．

　〔2） 試験片等の作製

　1＞ 水溶液 と分散系の作製

　DMDOAC 水溶液 と PVAc −E 分散系お よびそれ ら

の 混合物は次 の ように作製 した．DMDOAC の 水溶液

は，DMDOAC を 温 湯 に 溶解 し，　 O　mol ／tか ら 8．5x

10
−

／i
　mol ／’まで の 4 種類を作製 し た ．　 PVAc −E 分散系

は，PVAc −E を常温水 に 溶解 し，　 O　wt ％ か ら 0，5wt ％

ま で の 4 種 類 を 作 製 し た ． DMDOAC 水溶 液 と

PVAc −E 分散系の混合物は，上述 と 同様 に準備 したそ

れぞれ の 水溶液を混合す る こ とに よ り，DMDOAC と

PVAc −E の 濃度が そ れ ぞ tL　O　moVt と Owt ％ か ら 8．5
× 103mol ／’と O．5wt％ にな る まで の 4種類 を作製 し

た．なお，こ れ らは後述の表面張力，界面動電位，平

均粒径の測定と原子間力顕微鏡の観察用お よ び次述以

降 の 試験片 の 作製 の 水溶液 と分散系 として準備 した，

　 2） PTFE シート とガ ラ ス板の 試験片の作製

　 PTFE シ ー
トと ガ ラ ス 板を液性 が 中性 の ア ル キ ル

エ ーテ ル硫酸エ ス テ ル ナ トリ ウ ム とポ リ オ キ シ エ チ レ

ン ア ル キ ル エ
ー

テ ル を主成分 とする市販洗剤を用 い て

洗浄 した後，蒸留水で 洗浄し自然乾燥 した．次に ，（2）

の 1）で作製 した DMDOAC 水溶液，　 PVAc −E 分散系

お よびそれ らの 混合物 の 0．2ml を PTFE シ ー ト上 と

ガ ラ ス板上 に 自然滴下 し自然乾燥 した ，水溶液 と分散

系は ほ ぼ 円形 に 拡が り，PTFE シ
ー

ト上 で の 拡が り

面積は ほ ぼ 133× 10
− b〜177× 10

− bM ！
に な り，ガ ラ ス

板上 で の そ の 拡が り面 積 は ほ ぼ 201× 10
− 6〜254×

10
−6m2

で あ っ た．

　 3）　寒天ゲル の試験片の作製

　寒天 の み の ゲ ル と DMDOAC ，　 PVAc −E お よ び それ

らの 混合物を添加 し た ゲ ル を作製 した．寒天 の み の ゲ

ル は ，寒天粉末を 10g ／’の 濃度 に な る よ うに 温 湯 に

溶解 し た後，その 水溶液 100　ml を シ ャ
ー

レ へ 注ぎ，

室温 まで 自然冷却する こ とに よ り作製し た．シ ャ
ーレ

か ら取 り出 した形成 ゲ ル の 大 きさ は ，直径が 92mm

で 高 さが 12mm で あ っ た．なお，以下の ゲ ル の作製

の 場合 もシ ャ
ーレ へ の 溶液の 注 ぎ量は 同量の 100ml

で あ り，その 形成ゲ ル の大きさ も同上 とほぼ同じ大 き

さで あ っ た．

　 DMDOAC を添加 した寒天ゲ ル は，　 DMDOAC と寒

天粉末をそれぞれ温湯に溶解 した後，それ らを混合す

る こ と に より，前述 と 同様 の 方法 に よ り作製 した ，ゲ

ル 中の DMDOAC の 濃度は O　mo ｝／1か ら 8．5× 10
− 3

mol ／1 まで の 所 定の 4種類と した ．　 PVAc −E を添加 し

た 寒 天ゲ ル は ，常温水 に溶解 した PVAc −E 分散系を

上記 と同様 の 寒天 の 水溶液に加え る こ とに よ り作製し

た．ゲ ル 中 の PVAc −E の 濃度は Owt ％ か ら 0．5wt ％

まで の 所定 の 4 種 類 と した．DMDOAC と PVAc −E

を混合添加 した寒天ゲ ル は，．．ヒ記 の それ ぞ れ の 水溶液

と分散系 を寒天 の 水 溶液に 加える こ とに よ り同様 に 作

製 した．添 加濃度 は，DMDOAC と PVAc −E が それ

ぞれ Omol ／1 と Owt ％ か ら 8．5× 10
一ユ

mol ／1 と 0．5wt

％ まで の所定の 4 種類 と し た．
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　得 られた各種寒天ゲ ル をシ ャ
ーレか ら取 り出 した も

の をその まま，重量が
一・一

定 に なる まで 真空乾燥 した．

真空乾燥 したゲ ル か ら約 5mm 四 方を 切 り取 り，水 と

の 接触角を測定 す る ときの被接触試験片 とした．試験

片 の 多孔性は顕微鏡で 見 た と こ ろ添加物の有無 に よ り

変化がなか っ た．DMDOAC を含む真空乾燥 した寒天

ゲ ル を水中へ 入れ，そ の 水中に溶出す る塩化物イ オ ン

を容量法
3 ）

で調べ た と こ ろ，塩化物イ オ ン は確認され

なか っ た．

　（3） 表面張力の 測定

　 DMDOAC 水溶液，　 PVAc −E 分散系お よ びそれ らの

混合物 の そ れぞれ の 濃度の 表面張力を協和 界面科学

  の 表面張力計 CBVP −A3 で Wilhelmy法に よ り測定

した，測定は 25℃ で行 っ た．

　（4 ＞ 電気泳動速度 に よる界面動電位の 測定

　 DMDOAC 水溶液，　 PVAcE 分散系お よ びそれ らの

混合物の それぞれの 電気泳動速度 に よる界面動電位を

大塚電子   の 電気泳動光散乱光度計 ELS ・8000で レ
ー

ザ
ー

ドッ プ ラ
ー法に よ り測定 した．光源 は ヘ リウ ムー

ネオ ン の レ
ー

ザ
ー

で ， そ の 波長は 632．8nm で あ っ た ．

測定角度は 15度の
一

定とした．

　   　平均粒径 の 測定

　 DMDOAC 水 溶液 と PVAc −E 分散系の そ れぞ れ の

平均粒径 を大塚電子   の 動的光散乱光度計 DLS −7000

で 測定 した，光源は アル ゴ ン レー・ザー
で ，そ の 波長 は

488．0　nm で あ っ た．散乱角は 90 度の
一

定 と した，

DMDOAC と PVAc ・E の 混合物 の 場合 に つ い て は 測

定 しなか っ た．

　 （6） 原子間力顕微鏡観察

　 DMDOAC 水溶液 と PVAc ・E 分散系お よびそれ ら

の混合物の それぞれを付着させ た ガ ラ ス板試験片の表

面 を，セ イ コ ーイ ン ス ッ ル メ ン ツ   の SP　3800Nと

オ リ ン パ ス   の NV2000 の原子間力顕微鏡 で 計 測
・

観察 し た．なお，PTFE シ ート に つ い て は 未観察で

あっ た．

　 （7） 接触角 の 測定

　 最初に ，DMDOAC と PVAc−E さ らに それ らの 混

合物をそれ ぞ れ 含む真空乾燥 した寒天ゲ ル 試験片の表

面 に水 を滴下 さ せ ，そ の 接触角を測定 した ．次 に ，

DMDOAC と PVAcE さら に そ れ らの 混 合物 を付着

させ た PTFE シ ートとガ ラ ス 板の 試験片表面 に水滴

を滴下 し，そ の 接触角を測定 した．接触角 の 測定は協

和界面科学   の 接触角計 CA −D に よ り室温 （20〜24

℃，60〜68％ RH ） で 測定 し た．接触角を各 10 回 の

　 　 　 80

　 　 　 70

　 倉 60

　耋 5。

　言、。

　塁 ，。

　 § 20

　磊 1。

　 　 　 O
DMDOAC 　O．OOOO1 　　　 0．0001　　　 0、OO1　　　　 0，01
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cencentration（mol ノ廻｝

0，1

PVAc 毛

Fig．1．

　 0．001　　　 0 ，G1　　　　 α 1　　　　 1．O
　 　 　 　 　 　 Concentration　（Wt　％）

Surface　tension　of　an 　aqueous 　solution 　of （○）

DMDOAC （mol ／の，（△ ）adlspersed 　 system 　 of

PVAc −E （wt ％）and （口）their　mixture

繰 り返 し測定 し，その平均値 と標準偏差 を求め た．こ

の とき，各被接触面お よ び水は室温に馴染 んだ状態と

し ， 水滴の 大 きさ は液滴調整器に よ り直径が 約 Ls

mm 以内 の 重力の 影響をもた らさない 範囲の もの であっ

た ．

　3．結果と考察

　（1） 表面張力

　DMDOAC 水溶液，　 PVAc −E 分散系お よびそれ らの

混合物の それぞれ の 表面 張力 の 結果 を Fig．1 に示 し

た．水の 表面張力 は 71，2mN ／m で ，　 DMDOAC と

PVAc ・E の それぞれ の 添加濃度が増加する に つ れてそ

の表面張力は減少 しそれぞれ
一定値に達 した ．こ の図

か ら，DMDOAC の 臨界 ミセ ル濃度はほぼ 5．5xlO 　
5

mol ／’で ある と推察され，本研究で の DMDOAC の採

用濃度範囲 （3，4× 10
−4 〜8．5× 10

−：

mol ／謬〉は ，臨界

ミ セ ル 濃度以上 で あ り ， 水溶液中 の DMDOAC は べ

シ ク ル を形成 して い た とい える
05 ］．

　（2） 界面動電位

　 DMDOAC 水溶液，　 PVAc ・E 分散系お よびそれ らの

混合物の それぞれ の界面動電位 の 結果 をTable　1 に示

した．それ ら の 界面動電位は そ れ ぞれ ＋ 53〜＋ 58mV ，

＋ 20〜＋451nV ，お よび ＋ 24〜＋43　mV で あ り，い

ずれ も大 きい 値 で あ っ た，そ の た め ，DMDOAC の べ

シ ク ル や PVAc −E の 粒子お よ び そ れ ら の 混合物の 状

態は，それ ぞ れ分散して お り凝集 して い ない 状態で あ っ

た と い え る．

　（3） 平均粒径

　 最初 に ，水溶液中の DMDOAC の べ シ ク ル の 平均

（147＞ 37
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Table　1．　Electrokinetic　potential　of 　an 　aque −

　　　　 ous 　solution 　of　DMDOAC 　and 　dis・

　　　　 persed 　system 　of　PVAc −E

4

SoluteElectrokinetic　potential （mV ）

　DMDOAC

PVAc

｛
DMDOAC

PVAc
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　 　 　 　 0
　 　 　 0．OOOO1　　0．0001 　　 0，001　　　 0．01　　　 0．1
　　　　　　　　　 Concentration（mol ’a）
Fig．2．　 Average　diameter　of 　vesicles 　of 　DMDOAC 　in
　　　　an 　aqueous 　solution

粒径 の 結果 を Fig．2 に示 し た ．平均粒 径は そ の 濃度

の 増加 とともに ほ ぼ 直線的 に増加 して い た．前述 し た

ように ，本研 究で 採用 した DMDOAC の 濃度範囲は，

3．4× 10
−4mol

／t か ら 8．5× 1e
− 3mol

／’まで の 臨界 ミセ

ル 濃度以上で あ りT そ の べ シ クル の平均粒径は 3．4 ×

10
−4mol

／1時の ほ ぼ 400　nm か ら 8，5× 10
−

コ

mol ／〜時の

ほ ぼ 5GO　nm で あっ た．　 DMDOAC の 濃度が臨界 ミセ

ル 濃度か らあ ま り離 れて い な い 低濃度で 界面活性剤が

高 くない ときその べ シ ク ル は球状 で あるが，さらに増

す とそ の べ シ ク ル の 大きさが増加 して い くと考え ら れ

る，

　次に ，分散系の PVAc の 球状 の 平均粒径を Fig．3

に 示 し た ，平均粒径は，DMDOAC の場合 と異な り，

そ の 濃度 に 依存 せ ず ほ ぼ
一

定 の 2μ 皿 で あ り，

DMDOAC の べ シ ク ル の それ よ り4〜5 倍大きか っ た，

　（4） 原子間力顕微鏡 イメ ージ

　DMDOAC ，　 PVAc お よ びそれ らの 混合物 の 付 着 ガ

ラ ス 板表面 の AFM イ メージ を Fig．4 に 示 した ．（a）

の DMDOAC の 水溶液濃度が 3．4x10
−4mol

／1と低 い

ときの ガ ラ ス板表面は ，DMDOAC に よ り全面が被覆

され て お らず，その ガ ラ ス 板自身の 表面が部分的 に現

れ て い た 。こ れ に 対 し ， （d） の DMDOAC の 水溶液

　 　 　 0，00寸　　　　　　　　　 0．01　　　　　　　　　　 0，1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Concentratio囗　@〔Wt@ 　

） Fig． 3 ．　Average 　diameter 　of　the　dispersed 　phase

of 　　　　PV

− E 濃度 がL7×

10 　Smol ／ ’と高 い と き のガラス板

面は ， DMDOAC によりその全面 が 被 覆 され て い

，このと き，DMDOAC の 水溶液 が ガラス 板上で乾

す る とき ， そ の DMDOAC が 形 成 す るベ シ クル

の水 がその外 部へ 乾 燥 移 動 するためベシク ル が潰

た 状態 のイメー ジ
にある

考えられる 6）． 　 （ b ） の PVAc−E の濃 度がO ．02 　 w

唐ﾆ 低い とき には， （ a ） の DMDOAC の 場 合 の

きと同 様に，ガ ラ ス 板 表 面は PVAc に よ り 全 面

被 覆され ず， そのガ ラ ス 板自身の 表面が現れて い た．

e ）のPVAc − E の 濃度 が0 ． lwt ％と 高 いときに

， ガラス 板 の表 面は PVAc の 粒 子によ り そ の

面が被覆
され ていた， こ こ で ， PVAc ・E分散 系 が

ラ ス 板上 で 乾燥す る と き， そ の粒 子 は 球状の ままガ

ス 板上に 積み重なっ た状

のイメー ジ にあると 考 えられる． 　（ c ） の DMDO
と PVAc ・E の 混合物の 場合

に

は ， それぞれの濃度が 3． 4 × 1

mol ／1と0 ． 02 　 wt ％ の低い と
き

も，
（f ）の場合の 濃度が1 ．

~10 − ／ ’　mol ／ 1 と O ． 1wt ％ の高い

き も，と も にガラス板の表 面 は その混 合 物 に よ り

の全面 が 被 覆 され てい た ．こ のとき ，そ の 混 合 物

ガラス板 の表面で 凹 凸 を 形 成 し てい る ように 見 え ，

DOAC のべシ クルが潰 れ た 状 態でPVAc の 球

粒子を被覆し た 形 で ガラ ス板に 付着 して いる 領域

， 潰
れ

たべ シク ルだけ が 付 着した領域とが共存 し
た

C メージ で あ る と考え ら れる ． な お ，PTFE シー ト

の場合 に つ い ては測定 し な

った が， 次 項

接触角の 結 果において少 し 触れ る． 　

　接触 角 　1＞ 　添 加物を含 む 寒 天ゲル と水 との接 触角

@DMDOAC ， 　PVAc − Eお よび そ れらの混合

をそ ぞれ含

真空乾
燥
した 寒 天 ゲ ル と 水 との 接触角の 結 果 38 （
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　 （d）　　　　　　　　　　 （e）　　　　　　　　　　 （D
AFM 　images　of （a）DMDOAC 　at　3．4 × 10

−4
　mol ／’，（b）PVAc −E　at　O．02　wt ％ and （c〕their　mix −

ture，　and 　of （d）DMDOAC 　at　l，7× 10
．3mol

／‘，｛e）PVAc −E　at　Oユ wt ％ and 〔D　their　mixture

1401206100

豊
m 　80
蒼
「u60

慧
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　 20

　 　 ODMDOAC
　O 0．OO2　　　　0．004　　　　0．006　　　　0，008　　　　0，01

　　 　Concen量ration （mol ’の

PvAc −E 　　O　　　 O．1　　　 0．2　　　 0．3　　　0、4　　　0．5　　　0，6
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Concentration（wt ％ ）

Fig，5，　 Contact　angle 　of　the　surface 　of 　vacuum −dried

　　　 agar 　gel　containing 〔○＞DMDOAC （mo1 ／〜），〔△ ）

　　　 PVAc −E （wt ％land（口）their　mixture 　with 　water

を Fig．5 に示 した ，測定値 の標準偏差はすべ て 1．3〜

4．8度 の 範囲 に あ っ た ，寒天 ゲ ル と水 との 接触角は

109度 で あっ た ．各添加物含有寒天 ゲ ル の 接触角は，

い ずれ も添加物 の 濃度 の 増加 と ともに未添加の 寒天ゲ

ル の 場合 の 接触角 の 109度 か ら双曲線 的 に大きく減少

した，各添加物 を含 むい ず れ の 寒天 ゲ ル の 場合 とも，

接触角の 減少傾向は類似 して い たが，DMDOAC の単

独添加の場合 に接触角は 40度弱 と
一

番小 さか っ た，

各添加物を含ん だ寒天分子がそ の網目を形成す る とき，

未添加時の 寒天分子 に 生 じ る水素結合
7 ）と そ の 二 重螺

旋の 形成
Sl・’IM

とが，添加物に よ り抑制 され 二 重螺旋

の 外側 の 疎水性 を減少 させ 親水化さ せ る た め と考え ら

れる．DMDOAC が寒天分 子に吸着す ると親水化 させ

る た め とも考えられ る ，この とき，DMDOAC の 単独

素材で の親水化効果はやや大 きい ようで あ っ た．なお ，

今回の接触角の 結果で は，添加物を異 に した ときの 接

触角が お お よそ 同 じ値 を示 して い た が ，こ れ に対 し前

報
1 ）

で は，添加物 を含む真空乾燥 した 寒天 ゲル の 吸水

重量 は そ の添加物に よ りかな り差異が見 られた．接触

角の 結果 と吸水重量の結果 との 相違は今後の検討課題

で あ るが，吸水重量 で は網 目の 膨潤 に見 られる粘弾性

の 影響の 大 きさ も加わ る ．

　 2＞　 ガ ラ ス 板試験片と水 との 接触角

　 ガ ラ ス 板上 に DMDOAC 水溶液，　 PVAc −E 分散系

お よ びそ れ らの混合物の そ れ ぞれ を滴 ドし，自然乾燥

さ せ た 試験片表面 と水 との接触角の 結果 を Ftg．6 に

示し た．測定値 の 標準偏差は前項 と同様で あ っ た，ガ

（149） 39
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　 　 ODMDOAC
　 O0 ，002　　　0．OO4　　　0．OO6　　　0．OO8　　　 0．01

　 　 　 ConcentratiOn （moil 　O ）

PvAc −E 　　O　　　　O．1　　　　0．2　　　　0．3　　　　0．4　　　　0．5　　　　0，6
　 　　　　　　　　 Concentration（w 量％）

Fig．6．　 Contact　angle 　of （Q ）DMDOAC （mol 〃｝，〔△ ）

　 　　　PVAc −E （wt ％｝and （口）their　mixture 　with 　water

　　　　spontaneously 　dried　on 　a 　polytetrafiuoroethyl・

　 　 　 　 ene 　sheet

ラ ス 板 単独 面 の 水 との接触角は 33度 の 親水性 で あ っ

た．DMDOAC が付着 した表面 での 接触角は，添加濃

度 の 増加 と とも に 33 度か ら増加 し，そ の 濃度が 3．4

XlO
−4mol

／tで 54 度の 極大 を示 した の ち低下 し，ほ

ぼ 40 度 の
一定値 を与 える よ うで あ っ た ． こ れ は

DMDOAC の 付着がそ の疎水基成因に よ りガ ラ ス 板表

面の 親水性の 低下 をもた らした た め と考えられた．

PVAc −E が付着 した表面 で の 接触角は，添加濃度の増

加 ととも に増加 し，0．ユwt ％の とき 65度で 極大 を示

し，そ の 後，低下 し O．5wt ％ の とき 50 度 を示 した．

こ れ も DMDOAC の 場合 と同様 に ，ガ ラ ス 板の 親水

性の低下を もた ら した が ，その 疎水化度は DMDOAC
の 場合 以 上 で あ っ た，DMDOAC と PVAc −E の 混合

物 が付着 した表面で の接触角は，ご く低濃度で わずか

な極大を与え，そ の 後 33 度よ りやや親水化す る領域

もあ り，添加濃度の増加に対 して あまり疎水化せず，

30〜35度の変化の 小さい 値を示 し た．

　3） PTFE シー
ト試験片 と水と の 接触角

　PTFE シ
ー

ト上 に DMDOAC 水溶液．　 PVAc −E 分

散系お よびそれ らの混合物の そ れ ぞ れ を滴下 し自然乾

燥 させ た試験片表面 と水 との 接触角を Fig．7 に示 し

た．測定値の標準偏差は前項の結果 とほ ぼ 同 じで あ っ

た ．PTFE シ
ー

トと水 と の 接触 角 は ユ20度 の 疎水性

で あ っ た．DMDOAC が付着 した表面 の 接触角は，そ

の濃度の 増加 とともに 120度か ら減少 し，3．4× 10
−4

mol ／1の と き 34 度 で 極小 を 示 し親水化 し，その 後，50

度弱 と親水化が緩和 した ，PVAc −E が付着 した表面 の

接触角は，そ の 濃度 の 増加 と と もに 120 度か ら減少 し，
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　 　 ODMDOAC

　OO ．OO2　　　0．004　　　0．DO6　　　0．008　　　　0．01
　 　 　 Cencentration （mo ［t　g）

PvAc −E　　O　　　　O．1　　　　0．2　　　　　0．3　　　　0，4　　　　0．5　　　　0．6
　　　　　　　　　 Concentration （w 量％）

Fig．7．　 Contact　angle 　of （○）DMDOAC （mol 〃），（△ ）

　　　 PVAc −E ｛wt ％｝and ｛口）their　mlxture 　with 　water

　　　 spontaneously 　dried　on　a　silicate 　glass　plate

0．1wt ％ で 51 度を示 した後ほ ぼ 50 度 と
一

定の親水性

を示 して い た，DMDOAC と PVAc −E の 混合物が付

着 した表面で の接触角は ，添加濃度の 1．7× 10
− Smol

／’

と 0．02wt％ で 急減 し，そ の 後 25 度 まで さ らに親水

化 した．こ の 混合時の相乗的な親水化効果 は ，前項 の

ガ ラ ス板試験片に お け る混合時の 疎水化 の 緩和，すな

わ ち ， 親水性保持の 結果に符合 して い る．

　4．結　 論

　 ジメ チ ル ジオ ク タデ シ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ ラ イ ド

（DMDOAC ＞，ポ リ酢酸ビ ニ ル エ マ ル シ ョ ン （PVAc −

E）お よびそれ らの 混合物要素の モ デ ル 吸着面 を取 り

上 げ，そ の親水性能に つ い て接触角の 測定に よ り検討

した．被吸着面 は
， 添加物 を含 む真空乾燥 した寒天 ゲ

ル お よ び 添加物 を付着 した親 ・疎水性別の ケイ酸塩 ガ

ラ ス 板 （ガ ラ ス 板〉 とポ リ テ トラ フ ル オ ロ エ チ レ ン

（PTFE ） シー
トとを用 い た．そ の 結果 ，寒天 ゲル で

の 接触角 は，い ずれ の 添加物の場合もほ ぼ 同
一

に添加

濃度の 増加に対 して 双 曲線的 に急減 し ， 無添 加時の

109度か ら 3 分 の 1 程度 まで 減小 し親水化 した，接触

角が 33 度 の 親水性 で あ る ガ ラ ス 板 で の それ は，い ず

れ の 添加物吸着面 の 場合 も低添加濃度 の とこ ろ で接触

角 が 最大 2 倍 の 大 きさの 疎 水化 を示す極大値 を持ち，

そ の 後 ，添加濃度 の 増加と と もに漸減して い た ．こ の

と き，混合添加時 の 極大値は極め て 小 さ く，添加濃度

に対 して 接触角はほ とん ど変化せず，余 り疎水化 しな

か っ た．接触角が 120度の 疎水性 の PTFE シ ー
トで

の それは，寒天ゲ ル の 結果の性状 と類似 して ，接触角

が低下 し親水化 して い た．こ の とき混合添加 時の 場合

40 （150）
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の それが顕著 で添加濃度の 増大に対 して ほ ぼ 20 度強

の 接触角を保ち，ユ00 度ほ ど急減 し，極め て 高い 親水

性 を示 した ．
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